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tipsys

http://example.com/cat.jpg?d=600


食品表示印刷

スマホとプリンタだけで食品表示ラ
ベルをつくれる日本初の専用アプリ



winecode

多種類多数量のワインを複数拠点で管理で
きる日本唯一のアプリ。



CMS構築は罠がいっぱい



ソフトウェアのメンテナンス

https://endoflife.date/



プラグインの採用責任



構造が難しいものを更新可能に？



バックアップのメンテナンス

DB吹き飛びました。 
最終バックアップって昨日ですよね？！

先月からバックアップとれてませんでした。 
ディスク容量がいっぱいだったようです。

どうしたらいいんですか？！？！

どうにもなりません・・・。



アクセス集中した時の対応

Webサイトが見れないんだけどどうして？ 
せっかくテレビに取り上げられたのに。

アクセスが集中してサーバが落ちたからですね。 
落ち着くまで待つしかできないです。

どうしたらいいんですか？！？！

がっつりサーバにお金いれて再発防止を！



ユーザがレイアウトを壊す

どこを更新したらいい？

AとBのフィールドを更新してください。

Cのフィールドを更新したらこわれた！

Cのフィールドを更新したからです。



ホスティング料金

月額 オートスケール PHP/MySQL

Netlify 0円～ あり 不可

Firebase 
Hosting 0円～ あり 不可

S社 425円～ なし 可

A社 20999.70円～ なし 可



ユーザが更新する自社サイトでは、CMS構築。

それ、必要ですか？



整理して考えよう

なぜCMS構築が必要？ 

１．HTMLを書けないユーザが更新できるようにするため 

２．同一テンプレートで量産した記事を管理するため 
　　（例：ニュースサイト） 

３．ECサイト構築など複雑な手順が必要なものを手軽に構築するため



これGitHubで解決できる！



１．HTMLを書けないユーザが更新できるようにするため

簡単なペライチだったら、このレベルでいける。



フレンチのオーナーシェフ

「これ見たら更新できたよ」



まちづくり会社のスタッフ

「キー自体を間違って削除したら、失敗したってメールきた」



まちづくり会社のスタッフ

書き換えぐらいできるよ。



実装例１：自作テンプレート

<ul class="list-news"></ul>

export interface IItem {
  selector: string;
  template: string;
  data: Array<{ title?: string; ja?: string; price?: string; body?: string; 
image?: string }>;
}

export const news: IItem = {
  selector: '<ul class="list-news"></ul>',
  template: '<li><label class="form-label">{{ title }}</label><p>{{ body }}</
p></li>',
  data: [
    {
      title: 'コロナ感染症予防対策',

      body: 'コロナ感染症予防対策として、空気の入れ替え、間隔に余裕のある席へのご案内、アクリ
ル板等、接客スタッフのマスク着用などの対応をしてお客様をお迎えいたします。<br>当店は、新型コロ
ナウイルス対策認証店です。<br>2時間程度でのお食事をお願いいたします。',
    },
  ],
};

+

HTML

TypeScript



実装例１：こんなNodeを実行してBuild

const targets = ['index.html'];
const items: IItem[] = [news, redWine, whiteWine, champagneWine, announcement];

const build = () => {
  execSync(`rm -r -f ${process.cwd() + '/www'}`);
  mkdirSync(process.cwd() + '/www');
  execSync(`cp -r ${process.cwd() + '/src/template'}/* ${process.cwd() + '/www'}`);

  for (const templateFile of targets) {
    let template = readFileSync(process.cwd() + '/www/' + templateFile).toString('utf-8');
    for (const item of items) {
      const insertData: string[] = [];
      for (const line of item.data) {
        let template = item.template;
        for (const [key, value] of Object.entries(line)) { 
          const re_url = /((ftp|http|https):\/\/(\w+:{0,1}\w*@)?(\S+)(:[0-9]+)?(\/|\/([\w#!:.?+=&%@!\-\/]))?)/
gi;
          const replaceText = (value as string).replace(re_url, '<a href="$1" target="_blank" 
rel="noreferrer">$1</a>');
          template = template.replace(new RegExp(`{{ ${key} }}`, 'g'), replaceText as string);
        }
        insertData.push(template);
      }
      const changeSelector = item.selector.replace(/></g, `>${insertData.join('')}<`);
      template = template.replace(item.selector, changeSelector);
    }
    writeFileSync(process.cwd() + '/www/' + templateFile, template);
  }
};

build();
createWineSearchIndex();
apiBuild();

TypeScript



実装例２：JavaScriptフレームワーク

<h4>
  <img src="assets/svg/list.svg" class="svg"  decoding="async" />
  お知らせ 
</h4>
<ul class="list-news">
  {news.map(d => <li><label class="form-label" innerHTML={d.title}></label><p
    innerHTML={d.body}></p>
  </li>)}
</ul>

JSX

これだけで書けちゃう。簡単！



2. 同一テンプレートで量産した記事を管理するため

ヘッドレスCMSを使って動的にデータ取得しよう

WordPress.com

microCMSkintone

http://WordPress.com


2. 同一テンプレートで量産した記事を管理するため

{
  path: ':id',
  component: ArticlePage,
},

this.route.paramMap.subscribe(as
ync (params: ParamMap) => {
  this.articleId = 
parseInt(params.get('id'), 10);
  const {article} = await 
this.articleService.getCategory(
    this.articleId
  );
  this.article = article;
});

<article>
  <h3 [innerHTML]="item.title"></
h3>
  <p class="attribute">
    <ion-note>{{ item.date | date: 
"yyyy年MM月dd日" }}</ion-note>
    <ion-note 
*ngIf="item.count"> / 
{{ item.count }}Point</ion-note>
  </p>
  <p 
class="excerpt" [innerHTML]="item.
excerpt"></p>
</article>



2. SSG/SSR/prerender.ioを使ってレンダリングもできる

内容

CSR ユーザ環境でHTMLをレンダリング

SSG サーバホスティング前にHTMLをレンダリング

SSR リクエスト時にHTMLをレンダリング

prerender.io 特定IPからのリクエスト時だけ、サーバがレンダリ
ング済みHTMLを返却



技術の課題は技術で解決しよう

動的言語が走るサーバの責任バックアップやサーバ負荷のコント
ロールユーザが壊したらどうしようetc

もちろんリスクマネージメントしながらCMS構築もありですが、
静的サイト化することでこれらの問題を乗り越えれる可能性がある
ので一度考えてみませんか。


